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生物 公開用解答例

問１．

（１）Ｂ、Ｅ （２）Ｄ，Ｆ （３）Ｃ （４）Ａ （５）Ｄ

（６）Ｂ （７）Ｅ （８）Ａ （９）Ｃ （１０）Ｄ

（１１）Ｃ （１２）Ｂ （１３）Ａ （１４）Ｂ

（１５）Ａ （１６）Ｅ

問２．

（１）ア．Ｈ イ．Ｇ ウ．Ｂ エ．Ｆ オ．Ｄ

（２）レタスの種子は、赤色光で発芽が促進される光発芽種子である。光発芽種子への赤

色光の効果は、遠赤色光によって打ち消される。一方で、イネの種子は発芽に光の作

用を必要としない暗発芽種子で、光の明暗は発芽に影響しない。（１０４字）

（３）Ａ、Ｂ、Ｅ

（４）日長とは関係なく花芽を形成させる植物のこと。

（５）名称：ジベレリン

理由：受粉なしに果実（子房）の成長が促進されるから。

（６）ジャスモン酸

問３．

（１）ア．相互作用 イ．種内競争 ウ．ヘルパー エ．包括適応度

オ．社会性 カ．利他的行動

（２）名称：遺伝的浮動

次世代に受け継がれる対立遺伝子が、偶然に決まり、これにより集団内の遺伝子

頻度が変化するしくみ。（５０字）

（３）キ．１／２ ク．１／２ ケ．１／２

（４）ハダカデバネズミ

（５）コ．１／２ サ．１ シ．３／４ （コとサは順不同）

（６） Ｂ＞Ａ＋Ｃ

問４．

（１）ア．ミラー イ．窒素 ウ．二酸化炭素 エ．硫化水素

オ．メタン （イとウ、エとオは順不同）

（２）ヒトの体内で十分に合成できないため、食物として摂取する必要があるアミノ酸。

（３７字）

（３）Ｃ

（４）Ｂ

（５）カ．極性 キ．水素結合 ケ．比熱

（６）溶媒として、様々な物質を溶かすことができ、細胞や生物が行う化学反応の場とし

て重要である。（４５字）
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（７）液滴は様々な大きさがあり、分裂、融合するなど細胞のようなふるまいをするた

め。（３９字）

（８）ＤＮＡではなく、ＲＮＡが遺伝物質、また触媒として働いていたのがＲＮＡワール

ドである。触媒としての働きはＲＮＡよりもタンパク質の方が効率的であり、また

遺伝物質としてはＲＮＡよりＤＮＡの方が安定しているため、遺伝子としてＤＮＡ

が、触媒としてタンパク質が働くＤＮＡワールドとなった。

問５．

（１）ア．胚性幹 イ．胚盤胞

（２）ＥＳ細胞由来の細胞がキメラマウスの生殖細胞に分化しなかった場合。

（３）２０匹

（４）胚の発生や生存に重要な機能を持っていることが示唆される。

（５）Ｆ

（６）マウスＡとマウスＣを交配して得た子同士を交配し、改変された遺伝子Xをホモに

持ち、CreERT2を発現するマウスを得て、その個体の生後４１日目にタモキシフェ

ンを投与する。（７３字）


